
公益財団法人マツダ財団 平成 23(2011)年度 事業計画 

（平成 23 年 4 月 1 日から平成 24 年 3 月 31 日まで） 

 
◆ マツダ財団の設立趣旨に沿った社会貢献活動を行い、マツダ財団の存在価値を高める。 
◆｢０９中期事業計画｣に沿った事業変革を着実に進める。 
当事業年度は、科学技術振興分野では、萌芽的研究および若手研究者の育成のための支援を強化

し、青少年健全育成分野では、市民活動支援および市民活動の活性化に寄与する実践的な研究に対

する支援を強化する。これらの支援強化を含め、その活動に際しては、先見性･独創性を常に念頭に

置き助成効果をより向上させる。財団運営面では、ガバナンスの強化及び情報公開を積極的に行う

など、公益財団法人としての体制整備に努める。 
事業費総額は、低金利の続く現況下での資産運用は厳しく、前年度並の６，０３５万円とする。 

 
Ⅰ．科学技術振興関係事業 
１．研究助成 
機械、電子・情報、材料の３分野について、先進性・独創性に優れた基礎研究および応用研究に

対し助成を行う。また、若手研究者、萌芽的研究、循環･省資源への重点助成とする。 
(1) 助成対象研究分野  ① 機械  ② 電子･情報  ③ 化学系材料  ④ 物理系材料 
(2) 助成金総額・件数  ３，０００万円、２５件程度 
(3) １件当たり助成金額 上限２００万円 

(4) 助成期間   １年または２年 

(5) 募集方法･募集期間  公募・推薦方式、２０１１年４月下旬～同年６月１０日 

(6) 選考方法   選考委員会による審査･選考 

 

２．科学わくわくプロジェクト 

広島大学と協力して､科学にわくわくする子どもの心を育てるための｢科学わくわくプロジェクト｣

(わくプロ)事業を実施する。今年度は、以下の５事業を実施する。 

(1) ｢サイエンスレクチャー｣～主に中学生を対象とし、広島大学で行っている最先端科学の研究 

に関する科学体験講座。 

① 広島会場 

・実施時期：２０１１年７月３１日 ・実施場所：広島大学東千田キャンパス  

・参加者：１００人   ・募集方法：公募  

・テーマ：未定   ・講師：広島大学宇宙科学センター 吉田道利教授 

・予算額：３５万円 

② 尾道会場  

・実施時期：２０１１年１２月１１日 ・実施場所：尾道市内 

・参加者：５０人   ・募集方法：公募   

・テーマ：未定    ・講師：広島大学情報メディア教育研究センター 相原玲二教授 

・予算額：１５万円 

(2) ｢ジュニア科学塾｣～中学生を対象に、科学に関する幅広い内容を発展的、継続的に学習する 

演習講座。実験･観察実習を行うとともに、広島大学の最先端の設備を活用して、ハイレベルな 

科学体験の場を提供する。 
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・実施時期：２０１１年５月～２０１２年２月、５回実施   ・実施場所：広島大学他   

・参加者：２４人       ・募集方法：公募     ・テーマ：「水」  

・講師：広島大学大学院教育学研究科 蔦岡孝則教授、鳥越謙治教授、山崎博史教授、 

古賀信吉教授、林 武広教授 

・予算額：９０万円 

(3) ｢科学塾研究室｣～わくプロジュニア科学塾などの科学体験を通じて育成した生徒の興味関心 

に応じた、高度な科学内容の研究を、個別または少人数グループで行う研究講座。広島大学の 

研究室に所属し、最先端の設備や指導者の下で高度な研究を体験させる。 

・実施時期：２０１１年５月～１１月  ・実施場所：広島大学  ・募集方法：公募 

・開設講座：未定（６講座１０名を限度とする。）              ・講師：未定 

・予算額：６０万円 

(4) ｢小学校の先生のための理科ひろば｣～小学校の先生に対して、子ども達が強く関心を示すよ 

 うな楽しくためになる理科の実験授業について、当プロジェクトの研究員等が学校に出向いて 

 模擬授業を行い提案する。 

・実施時期：２０１１年５月以降  ・実施場所：未定    ・予算額：１０万円 

(5) その他 

  ① わくプロ運営会議、研究員集会 

・実施時期：２０１１年５月、２０１２年２月開催予定    ・予算額：５万円 

② わくプロホームページの運営、報告書の作成等 

・わくプロホームページの運営－募集活動、タイムリーな情報発信 

・事業執行体制の強化－コーディネーター、専従事務補佐員の雇用 

・予算額：１３５万円 

(6) 予算総額：３５０万円 

 

３．事業助成 

｢科学わくわくプロジェクト｣の趣旨に沿った科学体験事業への助成を行う。 

(1) 助成対象分野  中国地方で開催される小中高の生徒を対象とした｢科学体験｣に 

関する研究会等を支援する。 

(2) 助成対象地域  中国地方 

(3) 助成金総額・件数  １５０万円、１５件 

(4) １件当たり支援金額 １０万円 

(5) 募集方法･募集期間  公募・推薦方式 

前期募集：２０１１年４月～同年５月上旬 

    後期募集：２０１１年７月～同年７月下旬 

(6) 選考方法   選考委員会による審査・選考 

 

４．調査研究 

・研究助成・事業助成について、応募者アンケート調査・分析および有識者ヒアリング調査。 

・予算額   １０万円 

 

５．経費   ５２０万円(選考謝礼金･会議費･旅費交通費･印刷製本費他） 
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Ⅱ．青少年健全育成関係事業 

１．研究助成 

市民活動との連携強化を図り、市民活動の活性化に寄与する実践的な研究に対する助成を行う。 

(1) 助成対象分野  ・青少年をとりまく環境 ・コミュニティづくり  

・ボランティア育成     ・科学体験 

(2) 助成金総額･件数  ４００万円、４～５件程度 

(3) 助成期間   １年または２年 

(4) 募集方法･募集期間  公募・推薦方式、２０１１年４月下旬～同年６月３０日 

(5) 選考方法   選考委員会による審査・選考 

 

２．市民活動支援 

青少年健全育成のための地域に密着した活動を支援する。今年度の応募は９７件で、活動への意

欲・斬新性、社会的要請度、支援効果等多方面から審議され、３１件が決定された。 

(1) 助成対象分野  ①自然とのふれあい   ②ボランティア育成   ③地域連帯 

④エコ   ⑤国際交流･協力   ⑥科学体験・ものづくり 

(2) 支援対象地域  広島県、山口県 

(3) 支援金総額･件数  ８００万円、３１件 

(4) １件当たり支援金額 １０～５０万円 

(5) 支援期間   １年 

(6) 募集方法･募集期間  公募・推薦方式 

２０１０年１０月１３日～２０１１年１月１４日 

(7) 選考方法   選考委員会による審査・選考 

 

３．感動塾･みちくさ 

３施設の特性を活かした事業を実施する。 

(1) 共同事業   (財)広島市ひと・まちネットワークとの共催 

(2) 支援･人数   広島市およびその周辺在住の小学校３年～６年・約１５０人 

(3) 期間   ２０１１年８月～１０月  ２泊３日 

(4) 場所   (財)広島市ひと・まちネットワークの青少年活動施設 

・青少年野外活動センター 

・三滝少年自然の家 

・似島臨海少年自然の家 

(5) 募集方法   公募(応募多数の場合は抽選) 

(6) 予算額   １００万円 

 

４．講演会 

青少年健全育成の啓発を目的とする講演会を開催する。 

(1) 開催場所  広島市内のホール ＜予定＞ 

(2) 開催時期  ２０１１年１１月 ＜予定＞ 
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(3) 講師･演題  未定 

(4) 募集方法  公募(応募多数の場合は抽選) 

(5) 予算額  １７０万円    

 

５．大学寄付講義等 

｢柔らかい社会｣｢地球の有限性｣｢人類愛｣｢国際化・グローバル化｣をキーワードとして社会貢献・

地域貢献を目的に人材・ノウハウ・コンセプト等を総合助成する。 

今年度は１大学で実施する。 

(1) 対象･方法     県立広島大学(単位互換科目)     集中講義＋ボランティア実践 

(2) 実施時期     ２０１１年５月～９月 

(3) 本財団の役割   ① 講義内容の企画･立案  

② 講師団の編成、派遣、紹介  

③ 諸経費の負担 

(4) 予算額     ３０万円 

＊以上の他、広島大学大学院「コミュニケーション能力開発特別講義(ディベート演習)」、 

県立広島大学「インターンシップ実習・ビジネスマナー講座」等へ講師派遣を行う。 

 

６．調査・研究 

・青少年健全育成の視点から、被虐待児童の自立支援についての事業をＮＰＯと協働で実施 

するための検討を行う。 

    子どもへの支援  ：自立支援プログラムの調査･研究、開発。 

    スタッフへの支援：専門性向上のための研修プログラムの調査･研究、開発。 

・予算額       １４０万円 
 
７．経費       ３６５万円(選考謝礼金･会議費･旅費交通費･印刷製本費他） 
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